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６月１９日６月１９日

第　回定例会第　回定例会
令和６年令和６年

２２
　第２回定例会は、６⽉19⽇に開会し、同⽇閉会しました。
 町から、報告、補正予算、条例改正、計画変更、規約変更、契約締結が上程され、
全ての議案を可決しました。
 また、議会提出議案として、意⾒書１件を提出し、可決しました。⼀般質問では、
２⼈の議員が登壇し、町⻑に考えを問いただしました。

定例会のあらまし

～ 観光客を取り戻す ～～ 観光客を取り戻す ～

さくらんぼフェス
脱コロナで賑わう脱コロナで賑わう
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補正額 予算総額

・一般会計（２回目の補正）
  6027万1000円増 51億1379万5000円
・国民健康保険事業特別会計（２回目の補正）
   増減なし 2億774万3000円
・後期高齢者医療特別会計（２回目の補正）
    増減なし 8052万6000円

◇
一
般
会
計
（
第
2
号
）　

　

一
般
会
計
補
正
予
算
は
、

物
価
高
騰
に
対
応
す
る
低
所

得
者
支
援
及
び
定
額
減
税
補

足
給
付
金
に
係
る
物
価
高
騰

対
応
重
点
支
援
地
方
創
生
臨

時
交
付
金
の
追
加
や
、
民
間

財
団
に
よ
る
ス
ポ
ー
ツ
器
具

購
入
の
た
め
の
支
援
金
の
交

付
決
定
、
役
場
庁
舎
の
ボ
イ

ラ
ー
設
備
の
故
障
に
よ
る
改

修
工
事
、
す
こ
や
か
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
で
使
用
す
る

セ
ー
フ
テ
ィ
フ
ェ
ン
ス
の
購

入
費
等
に
よ
る
追
加
補
正
が

提
案
さ
れ
、
審
議
・
採
決
の

結
果
、
全
員
賛
成
で
可
決
し

ま
し
た
。

◇
国
保
特
別
会
計
（
第
２
号
）

　
　
　
　

全
員
賛
成
で
可
決

◇
後
期
医
療
特
別
会
計
（
第
2
号
）

　
　
　

全
員
賛
成
で
可
決

補
正
予
算

庁 舎庁 舎

質
疑
あ
れ
こ
れ

　
　
　
　
　

ボ
イ
ラ
ー
設
備

　
　
　
　
　

等
改
修
工
事
で

１
１
７
２
万
６
千
円
と
い
う

こ
と
だ
が
、
ボ
イ
ラ
ー
の
耐

用
年
数
は
。

　
　
　
　
　

メ
ー
カ
ー
に

問
合
せ
た
と
こ
ろ
、
15
年
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
２
基
あ

る
が
、
両
方
と
も
庁
舎
建
設

時
か
ら
設
置
し
て
お
り
、
25

年
を
経
過
す
る
も
の
で
あ
る
。

総
務
課
参
事

佐 藤佐 藤

　
　
　
　
　

２
基
と
も
改
修

　
　
　
　
　

す
る
の
か
。

　
　
　
　
　

業
者
の
年
２

回
の
点
検
に
よ
り
、
１
基
は

異
常
な
い
が
、
も
う
１
基
が

本
体
の
水
管
部
に
穴
が
空
い

て
お
り
、
水
が
漏
れ
て
ボ
イ

ラ
ー
の
お
湯
が
行
き
渡
ら
な

い
と
の
こ
と
で
、
１
基
の
み

改
修
す
る
。

総
務
課
参
事

佐 藤佐 藤

　
　
　
　
　

こ
れ
ま
で
の
修

　
　
　
　
　

繕
等
の
履
歴
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　

近
年
、
老
朽

化
に
よ
り
複
数
回
行
っ
て
い

る
。

　

そ
の
他
、
配
管
の
漏
水
は

職
員
で
消
耗
品
費
を
充
て
て

修
繕
し
た
り
、
ボ
イ
ラ
ー
内

に
溜
ま
っ
た
す
す
の
清
掃
等

を
行
っ
て
い
る
。

総
務
課
参
事

佐 藤佐 藤

そ
の
他
の
議
案

▼
仁
木
町
国
民
健
康
保
険
税

条
例
の
一
部
改
正

　
　
　
　

全
員
賛
成
で
可
決

▼
大
江
辺
地
に
係
る
総
合
整

備
計
画
の
変
更
に
つ
い
て　

　
　
　
　

全
員
賛
成
で
可
決

▼
北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
規
約
の
変
更
に
つ

い
て

　
　
　
　

全
員
賛
成
で
可
決

機械設備に老朽化の兆し機械設備に老朽化の兆し
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６月１９日６月１９日

第　回定例会第　回定例会
令和６年令和６年

２２

条
例
改
正

仁
木
町
水
道
事
業
の
布
設

工
事
監
督
者
及
び
水
道
技
術

管
理
者
の
資
格
基
準
を
定
め

る
条
例
の
一
部
改
正
が
提
案

さ
れ
、
審
議
・
採
決
の
結

果
、
全
員
賛
成
で
可
決
し
ま

し
た
。

　

こ
の
度
の
改
正
は
、
生
活

衛
生
等
関
係
行
政
の
機
能
強

化
の
た
め
の
関
係
法
律
の
整

備
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に

伴
う
厚
生
労
働
省
関
係
省
令

の
整
理
等
に
関
す
る
省
令
が

公
布
さ
れ
、
水
道
法
施
行
規

則
の
一
部
が
改
正
さ
れ
た
こ

と
に
伴
い
改
正
す
る
も
の
で

す
。

佐
藤
町
長
の
行
政
報
告

ベ
ト
ナ
ム
視
察
に
つ
い
て

　

４
月
15
日
か
ら
23
日
に
か
け
て
ベ
ト
ナ
ム
北
部
方
面
へ

新
お
た
る
農
業
協
同
組
合
の
森
代
表
理
事
組
合
長
と
共
に

継
続
的
な
人
材
確
保
や
ベ
ト
ナ
ム
と
の
相
互
理
解
や
認
識

を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
、
海
外
視
察
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
し
た
。

　

現
在
、
道
内
各
地
に
お
い
て
３
万
人
以
上
の
外
国
人
材

が
受
け
入
れ
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
内
約
１
万
人
の
ベ
ト
ナ

ム
人
が
各
分
野
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
仁
木
町
で
も
毎
年
、

ベ
ト
ナ
ム
を
中
心
に
様
々
な
国
か
ら
人
材
が
集
ま
っ
て
き

て
お
り
、
農
業
や
福
祉
分
野
に
従
事
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、

受
入
数
が
年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

今
後
の
地
方
経
済
の
活
性
化
に
欠
か
す
こ
と
が
で
き
な

い
外
国
人
の
方
々
の
役
割
と
し
て
、
技
術
や
技
能
、
知
識

を
習
得
し
て
い
た
だ
き
、
そ
れ
ら
を
自
国
で
活
か
す
こ
と

が
で
き
る
関
係
性
を
構
築
す
る
こ
と
の
方
が
、
持
続
性
の

高
い
も
の
に
な
る
と
考
え
、
こ
の
度
の
視
察
で
は
ベ
ト
ナ

ム
政
府
関
係
者
等
と
意
見
交
換
を
通
し
、
相
互
理
解
や
認

識
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

水道法施行規則の一部が改正水道法施行規則の一部が改正

い
き
い
き
88
に
係
る
建
造
物
損
壊
に
つ
い
て

　

６
月
11
日
朝
、
仁
木
町
交
流
セ
ン
タ
ー
﹁
い
き
い
き

88
﹂
の
管
理
人
か
ら
玄
関
横
の
複
層
ガ
ラ
ス
が
丸
い
形
に

傷
つ
け
ら
れ
て
い
る
旨
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

故
意
に
傷
つ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
っ
た

こ
と
か
ら
、
警
察
に
届
出
し
実
況
見
分
を
経
て
、
町
か
ら

建
造
物
損
壊
の
被
害
届
を
提
出
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
の
防
犯
対
応
に
つ
き
ま
し
て
は
、
警
察
や
指
定
管

理
者
と
連
携
を
図
る
な
ど
、
再
発
防
止
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

質
疑
あ
れ
こ
れ

　
　
　
　
　

今
回
の
改
正
は

　
　
　
　
　

水
道
法
施
行
規

則
の
改
正
に
よ
っ
て
、
そ
の

権
限
を
厚
生
労
働
省
か
ら
国

土
交
通
省
及
び
環
境
省
に
移

管
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
条
例

　
　
　
　

国
は
今
ま
で
水

道
の
整
備
及
び
管
理
行
政
に

お
け
る
課
題
で
あ
っ
た
水
道

事
業
の
経
営
基
盤
強
化
等
に

対
し
、
国
土
交
通
省
が
施
設

の
整
備
等
に
関
す
る
能
力
や

知
見
を
持
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
水
道
整
備
、
管
理
行
政

を
一
元
的
に
担
当
す
る
こ
と

で
、
効
率
化
が
図
ら
れ
る
こ

と
。

　

さ
ら
に
、
環
境
省
に
お
い

て
は
、
安
全
・
安
心
に
関
す

る
専
門
的
な
能
力
・
知
見
に

基
づ
き
、
水
質
基
準
の
策
定

を
担
う
他
、
水
質
・
衛
生
に

関
す
る
一
部
の
業
務
に
つ
い

て
国
土
交
通
省
の
協
議
に
応

じ
る
な
ど
、
国
民
の
水
道
に

対
す
る
安
全
・
安
心
を
よ
り

高
め
る
と
い
う
こ
と
で
、
移

管
さ
れ
た
。

建
設
課
長

佐 藤佐 藤

の
改
正
と
理
解
す
る
が
、
移

管
さ
れ
た
経
緯
は
。
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６月１９日６月１９日

第　回定例会第　回定例会
令和６年令和６年

２２

意

見

書

▼
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
北
海
道
の

実
現
に
資
す
る
森
林
・
林
業

・
木
材
産
業
施
策
の
充
実
・

強
化
を
求
め
る
意
見
書

　
　

提
出
議
員　

野
崎　

明
廣

　
　
賛
成
議
員　

前
田　

春
奈

　
　
　
　

全
員
賛
成
で
可
決

▼
令
和
５
年
度
仁
木
町
繰
越

明
許
費
繰
越
計
算
書
の
報
告

地
方
自
治
法
施
行
令
第
146
条

　
　
　
　

第
２
項
に
基
づ
く
報
告

報

告

寺
子
屋
ス
タ
デ
ィ
が
ス
タ
ー
ト

岩
井
教
育
長
の
教
育
行
政
報
告

契
約
締
結

令
和
６
・
７
年
度
仁
木
町

民
ス
キ
ー
場
リ
フ
ト
・
ナ
イ

タ
ー
照
明
改
修
工
事
請
負
契

約
の
締
結
が
提
案
さ
れ
、
審

議
・
採
決
の
結
果
、
全
員
賛

成
で
可
決
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
工
事
の
内
容
は
、

①
既
存
索
道
施
設
の
撤
去
、

②
電
気
ナ
イ
タ
ー
照
明
設
備

を
含
む
索
道
施
設
の
新
設
、

③
搬
器
運
転
室
の
新
設
、
④

既
存
樹
木
の
伐
採
及
び
枝
払

い
等
で
あ
り
、
契
約
額
は
５

億
２
７
０
万
円
で
す
。

質
疑
あ
れ
こ
れ

　
　
　
　
　

指
名
競
争
入
札

　
　
　
　
　

と
い
う
こ
と
で
、

３
者
を
指
名
し
て
い
る
が
、

こ
の
３
者
と
し
た
根
拠
は
。

　
　
　
　
　

指
名
業
者
に

つ
い
て
は
、
指
名
願
の
届
出

書
類
の
登
記
簿
謄
本
の
全
部

事
項
証
明
書
の
「
目
的
」
欄

産
業
課
参
事

佐 藤佐 藤

　
　
　
　
　

膨
大
な
指
名
願

　
　
　
　
　

の
中
か
ら
抜
粋

す
る
の
は
困
難
だ
と
考
え
る
。

業
者
か
ら
営
業
さ
れ
、
そ
れ

　
　
　
　
　

事
前
の
打
合

せ
等
の
中
で
関
係
し
て
い
る

事
業
者
等
か
ら
伺
い
、
そ
の

中
で
本
町
に
登
録
し
て
い
る

業
者
が
あ
る
か
を
登
録
者
名

簿
に
よ
り
確
認
し
た
。

産
業
課
参
事

佐 藤佐 藤

　

本
年
５
月
１
日
か
ら
、
深
見
俊
介
氏
を
地
域
お
こ
し
協

力
隊
と
し
て
委
嘱
を
行
い
ま
し
た
。

　

深
見
氏
の
活
動
の
一
つ
と
し
て
、
本
町
の
小
学
４
年
生

か
ら
６
年
生
を
対
象
に
し
た
苦
手
科
目
の
克
服
や
学
校
授

業
の
復
習
を
目
的
に
、
学
力
向
上
支
援
員
と
し
て
活
動
を

行
っ
て
お
り
、
６
月
か
ら
仁
木
町
民
セ
ン
タ
ー
と
銀
山
小

学
校
を
活
用
し
、
放
課
後
学
習
支
援
と
し
て
寺
子
屋
ス
タ

デ
ィ
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
夏
休
み
や
冬
休
み
期
間
中
に
つ
い
て
も
開
催

し
、
本
町
児
童
の
学
力
向
上
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
な
お
、
深
見
氏
に
お
き
ま
し
て
は
、
教

員
免
許
の
他
に
狩
猟
免
許
も
取
得
し
て
い
ま
す
の
で
、
本

町
で
の
活
躍
の
場
が
広
が
る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま

す
。

スキー場スキー場

改修工事始まる改修工事始まる

に
掲
載
し
て
い
る
項
目
が
索

道
の
設
計
・
製
造
・
販
売
を

目
的
と
し
て
い
る
業
者
３
者

を
指
名
し
た
。

を
精
査
し
３
者
を
決
定
し
た

の
か
。

より利用しやすくなります

改修後の搬器イメージ
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町
政
の
そ
こ
が
聞
き
た
い

第２回定例会の一般質問には、２人の議員が登壇しました。
紙面の都合により、内容を要約してお知らせします。

ニキボーのなになに？

一般質問とは
一般質問とは、議員が町政全般にわたり、執行機関に対して事務の執行状況及び将来に対する方針
等について所信をただし、あるいは報告、説明を求め、又は疑問をただすことです。

一般質問の詳しい一般質問の詳しい
内容はコチラから内容はコチラから
Ｃｈｅｃｋ！Ｃｈｅｃｋ！
（第２回定例会１日目）（第２回定例会１日目）

よりよい介護保険制度を

上村智恵子　議員
8

うえむら ちえこ

仁木水泳プールの今後の活用について

前田　春奈　議員
7

 まえだ 　はるな
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　町政のそこが聞きたい　

子
ど
も
を
対
象
に
し

た
水
辺
の
安
全
教
室

等
の
開
催
実
績
は
。

今
年
の
更
な
る
暑
さ
対
策
は

教
育
長

日
除
け
ネ
ッ
ト
を
増
設
す
る

問
日
除
け
ネ
ッ
ト
を
２

か
所
に
増
設
す
る
根

拠
は
。

問
仁
木
水
泳
プ
ー
ル
の

今
年
の
暑
さ
対
策

は
。

昨
年
は
日

除
け
ネ
ッ

ト
に
よ
る
屋
根
を
プ
ー
ル
サ

イ
ド
片
側
に
設
置
し
、
対
策

を
講
じ
た
が
、
今
年
は
日
除

け
ネ
ッ
ト
を
両
側
に
設
置
す

る
こ
と
と
し
て
い
る
。
ま

た
、
プ
ー
ル
サ
イ
ド
の
平
板

ブ
ロ
ッ
ク
が
日
照
に
よ
り
高

温
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

教
育
長

問
プ
ー
ル
は
老
朽
化
し

て
修
理
す
る
箇
所
も

増
え
て
く
る
と
考
え
る
。
安

心
・
安
全
に
使
用
し
て
も
ら

う
た
め
に
、
大
規
模
修
繕
等

は
考
え
て
い
る
の
か
。

プ
ー
ル
の

大
規
模
修

繕
と
い
う
の
は
、
今
の
と
こ

ろ
計
画
に
は
な
い
。

問

今年から日除けネットが２か所になりました

前田　春奈 議員
 まえだ    はるな

プ
ー
ル
サ
イ
ド
に
ゴ
ム
マ
ッ

ト
の
設
置
を
予
定
し
て
い
る
。

　

な
お
、
日
本
水
泳
連
盟
の

水
泳
指
導
教
本
で
は
、
屋
外

プ
ー
ル
の
場
合
、
水
温
と
気

温
の
合
計
温
度
が
65
度
を
超

え
る
と
予
想
さ
れ
る
場
合
や
、

暑
さ
指
数
が
31
度
を
超
え
る

場
合
は
開
設
は
適
さ
な
い
と

さ
れ
て
お
り
、
本
町
に
お
い

て
も
、
水
泳
プ
ー
ル
を
休
止

し
て
い
る
。

教
育
長

昨
年
の
入

込
状
況
が
、

子
ど
も
を
入
れ
て
最
大
で
30

人
か
ら
40
人
程
度
と
い
う
こ

と
で
、
そ
の
う
ち
の
半
数
以

上
は
プ
ー
ル
で
泳
い
で
い
る

と
い
う
こ
と
を
考
え
る
と
、

２
か
所
で
対
応
は
可
能
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

教
育
長

　

金
額
的
に
一
番
大
き
い
ろ

過
機
は
平
成
22
年
に
取
替
え

て
い
る
た
め
、
そ
れ
以
外
の

部
分
で
修
繕
を
行
い
な
が
ら
、

１
年
で
も
長
く
活
用
で
き
る

よ
う
対
応
し
て
い
き
た
い
。

毎
年
４
月

上
旬
に
河

川
で
の
水
難
事
故
防
止
の
取

組
実
施
の
協
力
依
頼
が
国
土

交
通
省
よ
り
発
せ
ら
れ
、
小

中
学
校
に
配
布
し
て
お
り
、

学
校
で
は
夏
休
み
前
な
ど
に

全
校
集
会
や
学
活
等
に
よ
り

児
童
生
徒
へ
話
を
し
て
い
る

と
伺
っ
て
い
る
。

　

な
お
、
川
や
海
で
の
水
難

教
育
長

事
故
防
止
に
つ
い
て
は
、
家

庭
で
の
教
育
が
重
要
と
考
え

て
お
り
、
教
育
委
員
会
や
学

校
に
よ
る
安
全
教
室
等
は
実

施
し
て
い
な
い
。
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一　般　質　問 

住民負担増が強まる見直しは止めて

町長 町の実態を国に示すことは可能

問
介
護
保
険
料
に
つ
い

て
、
生
活
に
困
窮
す

る
高
齢
者
の
利
用
者
負
担
軽

減
は
必
要
で
あ
る
。
非
課
税

の
高
齢
者
の
利
用
料
を
一
度

支
払
っ
て
も
ら
い
、
そ
の
後
、

半
分
で
も
助
成
す
る
こ
と
は

町
の
判
断
で
可
能
だ
が
、
い

か
が
か
。

問
健
康
な
う
ち
は
一
人

で
暮
ら
せ
る
が
、
結

局
は
施
設
に
お
世
話
に
な
り
、

仁
木
を
離
れ
ざ
る
を
得
な
い
。

ケ
ア
ハ
ウ
ス
の
よ
う
な
施
設

は
考
え
て
い
な
い
の
か
。

上村智恵子 議員
うえむら ちえこ

非
課
税
世
帯
の

高
齢
者
に
対
し

て
は
、
国
の
政
省
令
な
ど
に

基
づ
き
、
公
費
負
担
に
よ
り
、

負
担
軽
減
を
行
っ
て
い
る
。

現
時
点
で
は
、
こ
れ
ら
の
制

度
以
外
の
独
自
の
対
策
と
し

て
、
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
の
助

成
を
行
う
考
え
は
な
い
。

町
長

問
町
直
営
で
特
定
施
設

を
建
設
す
る
考
え
は

な
い
と
の
こ
と
だ
が
、
長
寿

園
も
老
朽
化
し
て
き
て
い

る
。
今
後
の
在
り
方
と
し
て

福
祉
会
等
と
話
合
い
は
持
っ

こ
れ
ま
で
、
町

内
事
業
者
の
方

か
ら
施
設
の
計
画
に
つ
い
て

話
を
受
け
た
経
緯
は
あ
る
。

　

民
間
企
業
等
で
そ
う
い
っ

た
話
が
あ
れ
ば
、
町
と
し
て

も
支
援
策
を
検
討
す
る
こ
と

は
考
え
て
い
き
た
い
。

町
長

健康な体を作り、介護予防に努めましょう

現
時
点
で
は
、

今
後
の
高
齢
者

人
口
や
人
口
推
計
を
勘
案
し
、

町
直
営
で
ケ
ア
ハ
ウ
ス
の
よ

う
な
特
定
施
設
を
建
設
す
る

考
え
は
な
い
。

町
長

問
保
険
料
は
広
域
で
統

一
の
た
め
減
免
で
き

な
い
が
、
利
用
者
負
担
の
助

成
は
可
能
だ
と
考
え
る
。

　

や
ろ
う
と
思
っ
た
ら
で
き

る
が
、
町
で
は
や
ら
な
い
と

い
う
こ
と
か
。町

と
し
て
し
な

い
と
い
う
判
断

に
行
き
着
い
た
だ
け
で
は
な

町
長

く
、
ど
こ
の
地
域
で
も
そ
の

よ
う
な
思
い
は
当
然
あ
る
が
、

町
の
財
政
状
況
や
様
々
な
情

勢
を
鑑
み
て
施
策
を
展
開
し

て
い
る
と
考
え
る
。

　

利
用
者
負
担
の
軽
減
と

い
っ
た
施
策
よ
り
も
、
な
る

べ
く
健
康
な
体
を
作
っ
て
も

ら
う
た
め
の
環
境
づ
く
り
を

町
と
し
て
は
行
っ
て
い
る
。

た
こ
と
が
あ
る
の
か
。

問
住
民
の
暮
ら
し
を
守

る
首
長
と
し
て
、
国

に
対
し
て
住
民
負
担
増
が
強

ま
る
見
直
し
は
止
め
る
よ
う

そ
も
そ
も
、
介

護
保
険
制
度
は

国
の
制
度
な
の
で
、
そ
の
下

で
我
々
は
仕
組
み
づ
く
り
を

行
っ
て
い
る
。
今
後
、
国
に

対
し
て
町
の
実
態
と
し
て
そ

う
い
っ
た
声
が
上
が
っ
て
い

る
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い

く
こ
と
は
可
能
だ
と
考
え
る
。

町
長

求
め
て
い
く
べ
き
で
あ
る
と

考
え
る
が
。
町
長
の
見
解
は
。
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コスモス30コスモス30

外壁塗装 改修工事実施外壁塗装 改修工事実施５月３０日５月３０日

第　回臨時会第　回臨時会
令和６年令和６年

２２

補正額 予算総額

・一般会計（12回目の補正） 

9632万1000円減 55億898万9000円
・国民健康保険事業特別会計（４回目の補正）

 195万3000円減 1億9508万5000円
・簡易水道事業特別会計（３回目の補正）

　　　616万円減 2億3045万円

・後期高齢者医療特別会計（４回目の補正）

132万1000円減 7503万6000円

補正額 予算総額

・一般会計（１回目の補正）  

    　     112万5000円減 50億5352万4000円
・国民健康保険事業特別会計（１回目の補正）    

    　        52万2000円増 2億774万3000円
・後期高齢者医療特別会計（１回目の補正）    

    　           9万8000円増 8052万6000円

　

第
２
回
臨
時
会
は
︑
５
⽉
30
⽇
に
開
会
し
︑
同
⽇
閉
会
し
ま
し
た
︒

 

町
か
ら
︑
専
決
処
分
６
件
︵
令
和
５
年
度
補
正
予
算
４
件
︑
条
例
改
正
２
件
︶
︑
令
和
６
年
度
補
正
予

算
３
件
︑
契
約
締
結
３
件
の
計
12
件
が
上
程
さ
れ
︑
全
て
の
議
案
を
承
認
及
び
可
決
し
ま
し
た
︒

臨
時
会
の
あ
ら
ま
し

補
正
予
算

▼
令
和
５
年
度
会
計

◇
一
般
会
計
（
専
決
第
４
号
）

　

一
般
会
計
補
正
予
算
は
、

執
行
残
等
に
よ
る
減
額
補
正

が
提
案
さ
れ
、
審
議
・
採
決

の
結
果
、
全
員
賛
成
で
承
認

し
ま
し
た
。

◇
国
保
特
別
会
計
（
専
決
第
１
号
）

　
　
　
　

全
員
賛
成
で
承
認

◇
簡
水
特
別
会
計
（
専
決
第
1
号
）

　
　
　
　

全
員
賛
成
で
承
認

◇
後
期
医
療
特
別
会
計
（
専
決
第
1
号
）

　
　
　
　

全
員
賛
成
で
承
認

条
例
改
正

▼
仁
木
町
地
域
支
援
事
業
及

び
生
活
支
援
事
業
条
例
の
一

部
改
正
（
専
決
第
１
号
）

　
　
　
　

全
員
賛
成
で
承
認

▼
仁
木
町
税
条
例
の
一
部
改

正
（
専
決
第
１
号
）

　
　
　
　

全
員
賛
成
で
承
認

▼
令
和
６
年
度
会
計

◇
一
般
会
計
（
第
１
号
）

　

一
般
会
計
補
正
予
算
は
、

人
事
異
動
に
伴
う
職
員
人
件

費
の
補
正
等
が
提
案
さ
れ
、

審
議
・
採
決
の
結
果
、
全
員

賛
成
で
可
決
し
ま
し
た
。

◇
国
保
特
別
会
計
（
第
１
号
）

　
　
　
　

全
員
賛
成
で
可
決

◇
後
期
医
療
特
別
会
計
（
第
1
号
）

　
　
　
　

全
員
賛
成
で
可
決

契
約
締
結

令
和
６
年
度
町
道
仁
小
前

線
改
良
工
事
請
負
契
約
の
締

結
、
令
和
６
年
度
普
通
河
川

マ
カ
ナ
イ
川
護
岸
工
事
請
負

契
約
の
締
結
及
び
、
令
和
６

年
度
コ
ス
モ
ス
30
外
壁
等
改

修
工
事
請
負
契
約
の
締
結
が

提
案
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
審

議
・
採
決
の
結
果
、
全
員
賛

成
で
可
決
し
ま
し
た
。

　

令
和
６
年
度
町
道
仁
小
前

線
改
良
工
事
は
、
北
町
３
丁

目
地
内
の
町
道
仁
小
前
線
の

両
側
に
路
側
帯
及
び
側
溝
を

設
置
し
、
道
路
延
長
約
２
９

０
メ
ー
ト
ル
、
造
成
幅
員
を

７
メ
ー
ト
ル
と
す
る
改
良
工

事
で
、
契
約
金
額
は
６
８
７

５
万
円
で
す
。

　

令
和
６
年
度
普
通
河
川
マ

カ
ナ
イ
川
護
岸
工
事
は
、
銀

山
２
丁
目
地
内
の
普
通
河
川

マ
カ
ナ
イ
川
に
掘
削
工
、
盛

土
工
、
大
型
積
ブ
ロ
ッ
ク
に

よ
る
護
岸
工
事
等
を
実
施
す

る
も
の
で
、
契
約
金
額
は
８

７
５
６
万
円
で
す
。

　

ま
た
、
令
和
６
年
度
コ
ス

モ
ス
30
外
壁
等
改
修
工
事

は
、
町
営
住
宅
コ
ス
モ
ス
30

の
外
壁
塗
装
及
び
、
屋
上
防

水
改
修
、
共
用
廊
下
、
バ
ル

コ
ニ
ー
の
床
改
修
、
自
転
車

置
場
の
屋
根
改
修
工
事
等
を

実
施
す
る
も
の
で
、
契
約
金

額
は
１
億
６
３
９
０
万
円
で

す
。
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～仁木町子ども交流事業～全員協議会全員協議会
５月３０日５月３０日

　

町
長
が
言
お
う
と
し
て

い
る
こ
と
は
わ
か
る
が
、
不

公
平
感
が
生
じ
る
の
で
は
な

い
か
。
も
う
少
し
考
慮
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
の
か
。

　
　

そ
の
懸
念
も
当
初
か
ら

考
え
て
い
た
が
、
そ
れ
を
考

え
て
事
業
を
実
施
し
な
い
と

い
う
こ
と
よ
り
も
、
や
ら
な

い
よ
り
や
っ
た
方
が
い
い
と

い
う
考
え
の
も
と
、
今
回
は

大
き
な
節
目
と
し
て
実
施
す

る
経
過
が
あ
る
。

　

こ
れ
か
ら
協
議
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
る
。

ＱＡ

質
疑
あ
れ
こ
れ

　

こ
の
事
業
は
今
年
度
の

み
の
事
業
と
し
て
実
施
す
る

の
か
。

　
　

吉
野
川
市
議
会
の
議
員

に
何
度
も
足
を
運
ん
で
い
た

だ
き
、
交
流
を
持
と
う
と
い

う
話
合
い
の
中
で
、
本
町
も

か
つ
て
の
ゆ
か
り
の
旅
の
よ

う
な
形
で
復
活
さ
せ
た
い
思

い
は
あ
っ
た
が
、
財
政
的
な

部
分
や
、
旧
川
島
町
の
合
併

な
ど
の
事
情
も
あ
る
中
で
、

今
回
は
様
々
な
縁
が
積
み
重

な
っ
て
事
業
が
で
き
た
。

　

来
年
度
以
降
は
、
先
方
と

色
々
協
議
し
な
が
ら
、
ま
た
、

我
々
の
内
情
も
整
理
し
な
が

ＱＡ

　

仁
木
町
子
ど
も
交
流
事
業

は
、
仁
木
町
と
気
候
、
風
土
、

歴
史
、
文
化
な
ど
が
異
な
っ

て
い
る
地
に
子
ど
も
た
ち
を

派
遣
し
、
交
歓
・
交
流
を
通

じ
て
両
地
域
の
相
互
理
解
と

交
流
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、

本
町
の
将
来
を
担
う
子
ど
も

た
ち
の
健
全
な
育
成
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
、

仁
木
町
町
制
施
行
60
周
年
の

節
目
と
し
て
、
徳
島
県
吉
野

川
市
に
仁
木
小
学
校
６
年
生

及
び
銀
山
小
学
校
５
・
６
年

生
を
派
遣
す
る
も
の
で
す
。

　

現
在
の
計
画
で
は
２
泊
３

日
の
行
程
で
、
事
業
費
は
５

１
１
万
８
０
０
０
円
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

　

全
員
協
議
会
で
は
、
経
費

の
負
担
割
合
や
事
業
実
施
ま

で
の
日
程
、
交
流
事
業
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
に
つ
い
て
協

議
し
ま
し
た
。

仁木町町政施行60周年仁木町町政施行60周年

令和６年５月 30 日開催の全員協議会では、
仁木町子ども交流事業に関する件について
協議しました。

　

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
内
容

に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
な

決
め
方
を
し
て
い
る
の
か
。

　
　

町
側
で
た
た
き
台
を
作

成
し
、
Ｊ
Ａ
Ｌ
や
引
率
者
か

ら
提
案
を
受
け
な
が
ら
、
適

宜
調
整
し
て
い
る
。

ＱＡ

ら
、
実
現
化
に
向
け
て
考
え

て
い
き
た
い
。

　

今
の
時
点
で
は
、
来
年
度

以
降
に
つ
い
て
は
明
確
な
答

え
は
出
せ
な
い
と
い
う
こ
と

を
理
解
い
た
だ
き
た
い
。
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全員協議会全員協議会
６月１９日６月１９日

令和６年６月 19 日開催の全員協議会
では、令和６年度仁木町エネルギー転
換実証事業に関する件について協議し
ました。

　

本
町
で
は
、
仁
木
町
独
自

の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

導
入
モ
デ
ル
の
確
立
を
目
指

し
、
令
和
４
年
度
に
「
仁
木

町
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ

ジ
ョ
ン
」
を
策
定
、
令
和
５

年
度
に
は
、
公
共
施
設
へ
の

太
陽
光
発
電
設
備
の
導
入
に

係
る
Ｆ
Ｓ
調
査
及
び
バ
イ
オ

マ
ス
発
電
の
実
証
事
業
の
実

施
に
向
け
た
事
前
調
査
を
実

施
し
て
き
ま
し
た
。

　

全
員
協
議
会
で
は
、
令
和

６
年
度
仁
木
町
エ
ネ
ル
ギ
ー

転
換
実
証
事
業
に
つ
い
て
、

当
初
予
算
の
７
１
７
２
万
円

に
対
し
、
国
の
採
択
額
が
３

５
８
６
万
円
で
あ
っ
た
こ
と

か
ら
、
事
業
を
縮
小
し
て
実

施
す
る
こ
と
等
に
つ
い
て
説

明
を
受
け
、
協
議
し
ま
し
た
。

質
疑
あ
れ
こ
れ

　

バ
イ
オ
炭
に
つ
い
て
は
、

前
回
、
関
係
団
体
と
も
協
議

す
る
と
伺
っ
て
い
る
が
、
ど

の
よ
う
に
進
ん
で
い
る
の
か
。

　
　

昨
年
度
は
プ
ラ
ン
ト
を

作
っ
て
、
本
当
に
バ
イ
オ
炭

が
こ
の
地
域
で
で
き
る
の
か

ＱＡ 　

こ
の
実
験
は
い
つ
ま
で

続
け
る
つ
も
り
か
。

　
　

今
の
と
こ
ろ
着
地
す
る

と
こ
ろ
に
つ
い
て
は
、
ま
だ

明
確
な
も
の
は
持
っ
て
い
な

い
が
、
こ
の
地
域
で
し
か
使

え
な
い
財
源
な
の
で
、
補
助

金
が
使
え
る
う
ち
は
少
し
ず

つ
知
見
を
蓄
え
て
い
く
の
も

良
い
か
な
と
考
え
て
い
る
。

　

知
見
を
蓄
え
、
実
際
に
そ

の
技
術
を
活
用
し
て
例
え
ば

庁
舎
を
整
備
す
る
と
か
、
地

域
の
中
で
そ
の
技
術
を
実
際

に
展
開
し
て
い
く
こ
と
が
で

き
る
事
業
な
の
で
、
有
効
に

活
用
し
て
い
く
べ
き
だ
と
考

え
て
い
る
。

ＱＡ

と
い
う
こ
と
で
、
で
き
る
と

い
う
こ
と
を
確
認
し
た
。
そ

れ
を
今
度
は
活
用
し
て
い
く

ス
テ
ー
ジ
に
入
る
が
、
例
え

ば
、
北
見
市
の
よ
う
に
、
玉

ね
ぎ
に
対
し
て
ブ
ラ
ン
ド
化

し
て
売
る
よ
う
な
事
例
も
あ

る
の
で
、
農
協
や
、
農
業
改

良
普
及
セ
ン
タ
ー
等
と
定
期

的
に
会
っ
て
、
情
報
共
有
し

な
が
ら
、
連
携
を
図
り
な
が

ら
進
め
て
い
る
。

　

町
は
こ
う
い
う
こ
と
を

最
終
的
に
や
り
た
い
ん
だ
と

い
う
部
分
を
し
っ
か
り
示
し

Ｑ

Ａ て
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞
っ
て

進
め
て
い
く
べ
き
で
は
な
い

か
。

　
　

町
と
し
て
は
先
進
的
な

知
見
を
積
み
上
げ
る
こ
と
で
、

幅
広
い
選
択
が
で
き
る
の
で

は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

　

炭
を
作
る
過
程
で
熱
も
出

る
し
、
二
酸
化
炭
素
を
吸
収

す
る
も
の
が
あ
る
等
非
常
に

幅
広
い
可
能
性
が
あ
る
と
思

う
。

　

地
域
の
皆
さ
ん
で
活
用
し

な
が
ら
や
っ
て
い
く
と
い
う

視
点
で
進
め
て
い
き
た
い
。

再生可能エネルギー再生可能エネルギー

今後の展望は今後の展望は

剪定枝の炭化に成功したとの報告がありました
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常任委員会常任委員会

事務調査事務調査

令
和
６
年
6
月
19
日
に
、
仁
木
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

の
利
用
状
況
に
つ
い
て
調
査
を
し
ま
し
た
。

質
疑
あ
れ
こ
れ

　
　

定
員
60
名
に
対
し
、
60

名
を
超
え
た
申
込
が
あ
っ
た

場
合
は
、
ど
の
よ
う
に
対
応

す
る
の
か
。

ＱＡ
　
　

今
、
在
籍
し
て
い
る
55

名
は
す
で
に
登
録
さ
れ
て
い

る
。
残
り
の
枠
で
あ
る
５
名

を
超
え
る
申
込
が
あ
っ
た
場

合
に
は
、
実
施
要
綱
に
基
づ

き
、
低
学
年
か
ら
優
先
す

る
。
学
年
が
同
じ
場
合
に
は
、

ひ
と
り
親
家
庭
、
生
活
保
護
、

　

仁
木
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

は
、
本
年
３
月
か
ら
新
し
い

施
設
で
の
供
用
を
開
始
し
ま

し
た
。

　

定
員
は
60
名
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、
４
月
に
開
催
し
た

議
会
報
告
・
意
見
交
換
会
に

お
い
て
、
仁
木
小
学
校
Ｐ
Ｔ

Ａ
の
方
か
ら
、
『
夏
休
み
だ

け
利
用
し
た
い
親
も
多
い
。

暑
く
な
る
時
期
で
も
あ
る
た

め
、
希
望
者
全
員
を
入
れ
る

こ
と
は
で
き
な
い
か
』
と
の

声
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
現

在
の
利
用
状
況
に
つ
い
て
調

査
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

質
疑
に
対
し
、
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
は
、
定
員
で
あ
る

60
名
以
上
の
受
入
れ
は
難
し

い
と
の
回
答
が
あ
っ
た
一
方

で
、
小
型
児
童
館
は
、
猛
暑

の
場
合
は
緊
急
的
な
対
応
と

し
て
一
時
的
に
定
員
で
あ
る

15
名
以
上
の
受
入
れ
に
つ
い

て
協
議
し
て
い
る
と
の
回
答

が
あ
り
ま
し
た
。

　

調
査
を
経
て
、
仁
木
町
議
会
と
し
て
左
記
の
提
言
書
を
町

側
へ
提
出
し
ま
し
た
。

　

仁
木
町
議
会
総
務
経
済
常
任
委
員
会
で
は
、
令
和
６
年
６
月
19

日
に
仁
木
町
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
利
用
状
況
に
つ
い
て
の
調
査

を
行
い
、
以
下
の
2
項
目
の
提
言
を
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。

　

町
長
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
本
提
言
を
尊
重
し
必
要
な
検
討
を

し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

１　

町
民
へ
の
周
知
に
つ
い
て

　
　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
及
び
小
型
児
童
館
の
受
入
体
制
を
確
立

　
　

し
、
町
民
へ
周
知
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

提　

言　

書

２　

ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ
ル
タ
ー
の
検
討
に
つ
い
て

　
　

児
童
の
利
用
も
考
慮
し
た
、
ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ
ル
タ
ー
の
設

　
　

置
に
つ
い
て
、
早
急
に
検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

さ
ら
に
、
ク
ー
リ
ン
グ

シ
ェ
ル
タ
ー
の
設
置
に
つ
い

て
も
、
冷
房
設
備
が
あ
る
保

健
セ
ン
タ
ー
や
町
民
セ
ン

タ
ー
の
利
用
が
で
き
る
よ
う

関
係
部
署
と
調
整
し
て
ま
い

り
た
い
と
の
回
答
が
あ
り
ま

し
た
。

身
体
障
害
者
手
帳
等
の
交
付

を
受
け
て
い
る
等
に
よ
り
判

断
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
　

も
う
す
ぐ
７
月
に
入
る

と
い
っ
た
状
況
の
中
で
、
夏

休
み
期
間
の
対
応
や
、
ク
ー

リ
ン
グ
シ
ェ
ル
タ
ー
の
開
設

に
つ
い
て
は
、
早
急
に
町
民

に
周
知
し
て
い
た
だ
き
た
い

が
、
い
か
が
か
。

Ｑ

Ａ
　
　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に

つ
い
て
は
、
例
年
夏
休
み
前

に
一
時
的
な
利
用
に
つ
い
て

周
知
し
て
お
り
、
例
年
通
り

行
っ
て
い
く
。

　

ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ
ル
タ
ー

に
つ
い
て
は
、
完
全
な
決
め

が
無
い
。
す
ぐ
に
夏
休
み
と

い
う
こ
と
も
あ
る
た
め
、
早

急
に
対
応
を
進
め
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
い
る
。

今夏の児童の暑さ対策を提言今夏の児童の暑さ対策を提言

現状と今後
　について調査
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調
査
を
経
て
、
仁
木
町
議
会
と
し
て
左
記
の
提
言
書
を
町
側
へ
提
出
し
ま
し
た
。

　

仁
木
町
議
会
総
務
経
済
常
任
委
員
会
で
は
、
令
和
６
年
６
月
26
日
に
北
海
道
新
幹
線
ト
ン
ネ
ル
発

生
土
の
管
理
状
況
に
つ
い
て
及
び
仁
木
町
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
管
理
状
況
に
つ
い
て
の
調
査
を
行

い
、
以
下
の
３
項
目
の
提
言
を
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。

　

町
長
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
本
提
言
を
尊
重
し
必
要
な
検
討
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

１　

北
海
道
新
幹
線
ト
ン
ネ
ル
発
生
土
に
つ
い
て

　
　

ト
ン
ネ
ル
発
生
土
の
処
理
完
了
後
は
、
事
業
者
が
土
質
及
び
水
質
等
の
調
査
を
誠
意
を
も
っ
て

　
　

対
応
す
る
よ
う
要
請
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

提　

言　

書

２　

仁
木
町
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

　

①
町
民
に
ご
み
の
分
別
方
法
等
を
わ
か
り
や
す
く
周
知
徹
底
し
、
更
な
る
ご
み
の
減
量
化
に
努
め
、

　
　

施
設
の
延
命
化
を
図
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

②
業
務
の
合
理
化
等
を
検
討
し
、
人
手
不
足
の
解
消
な
ど
、
持
続
可
能
な
事
業
の
推
進
に
努
め
て

　
　

い
た
だ
き
た
い
。

令和６年６月 26 日には、
①北海道新幹線トンネル発生土の管理状況について
②仁木町クリーンセンターの管理状況について
調査をしました。

質
疑
あ
れ
こ
れ

　
　

長
沢
地
区
は
工
事
終
了

後
２
年
間
の
水
質
調
査
を
実

施
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
５

年
間
程
度
実
施
し
て
ほ
し
い

が
、
い
か
が
か
。

Ｑ

Ａ
　
　

事
業
者
か
ら
は
２
年
間

と
の
話
が
あ
っ
た
が
、
町
と

協
議
す
る
と
も
伺
っ
て
い
る
。

担
当
と
し
て
も
で
き
る
だ
け

長
い
期
間
検
査
し
た
い
と
考

え
て
い
る
た
め
、
打
合
せ
し

て
い
き
た
い
。

　
　

大
江
地
区
に
は
無
対
策

土
を
仮
置
き
し
て
い
る
。
事

業
終
了
後
に
は
、
土
質
の
検

Ｑ

Ａ
　
　

ど
の
様
な
形
で
実
施
で

き
る
か
は
こ
れ
か
ら
の
協
議

に
な
る
が
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

は
事
業
者
に
お
願
い
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。

　

北
海
道
新
幹
線
ト
ン
ネ
ル

発
生
土
の
管
理
状
況
に
つ
い

て
は
、
令
和
３
年
度
に
引
続

き
、
受
入
地
と
仮
置
地
の
調

査
を
、
仁
木
町
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
の
管
理
状
況
に
つ
い

て
は
、
現
在
の
一
般
廃
棄
物

最
終
処
分
場
が
、
令
和
８
年

度
ま
で
の
埋
立
計
画
で
は
あ

る
が
、
延
命
化
が
見
込
ま
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
現
状
と

今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て
調

査
を
し
ま
し
た
。

　

一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場

は
、
新
た
な
処
分
場
を
設
け

る
案
、
既
存
の
処
分
場
を
延

命
化
す
る
案
、
民
間
委
託
す

る
案
等
に
つ
い
て
、
今
後
検

討
し
て
い
く
予
定
と
な
っ
て

い
ま
す
。

査
を
実
施
し
て
ほ
し
い
が
、

い
か
が
か
。

　
　

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に

設
置
さ
れ
て
い
る
破
砕
機
を

Ｑ

使
用
す
る
と
、
ヒ
ュ
ー
ズ
が

切
れ
る
と
聞
い
た
が
、
な
ぜ

使
え
な
い
状
況
に
な
っ
て
い

る
の
か
。

Ａ
　
　

今
冬
に
も
事
象
が
発
生

し
た
。
当
初
は
問
題
な
か
っ

た
は
ず
で
あ
る
た
め
、
何
が

問
題
な
の
か
受
託
業
者
に
も

確
認
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。

現状と今後現状と今後
　について調査　について調査
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ぎかいトピックス

よこぜき はやし

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

　

７
月
2
日
、
札
幌
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
、
北
海
道
町
村
議
会
議
員
研
修
会
が
開
催
さ
れ
、

参
加
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
﹁
札
幌
が
東
京
よ
り
熱
く
な
る
!?
～
加
速

す
る
気
候
変
動
～
﹂
と
題
し
て
、
気
象
予
報
士
の
森
朗

氏
の
講
演
を
、
﹁
人
口
減
少
と
市
町
村
の
重
要
性
・
民

主
主
義
に
つ
い
て
自
省
を
含
め
て
の
所
感
﹂
と
題
し

て
、
元
衆
議
院
議
長
の
大
島
理
森
氏
の
講
演
を
拝
聴
し

ま
し
た
。

　

講
演
以
外
に
も
、
開
始
前
や
休
憩
時
間
に
は
道
内
の

他
町
村
の
議
員
と
も
久
々
に
顔
を
合
わ
せ
る
こ
と
が
で

き
、
意
見
交
換
す
る
な
ど
、
有
意
義
な
時
間
と
な
り
ま

し
た
。

北
海
道
町
村
議
会
議
員
研
修
会
に
参
加

道内から多くの議員が集まりました

議
員
力
の
向
上

議
員
力
の
向
上
に
向
け
て

に
向
け
て

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

　

７
月
16
日
、
ル
ス
ツ
リ
ゾ
ー
ト
＆
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
に
お
い
て
、
後
志
町
村
議
会
議
員
研
修
会
が
開
催

さ
れ
、
参
加
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
﹁
生
活
習
慣
病
予
防
の
た
め
の
食
事
に

つ
い
て
﹂
と
題
し
て
、
倶
知
安
厚
生
病
院
栄
養
科
科

長
で
あ
る
澤
田
由
紀
子
氏
の
講
演
を
、
﹁
こ
ん
な
症

状
は
認
知
症
？
老
化
現
象
？
﹂
と
題
し
て
、
倶
知
安

厚
生
病
院
地
域
医
療
連
携
室
看
護
科
長
で
あ
る
大
井

チ
エ
ミ
氏
の
講
演
を
拝
聴
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
管
内
の
他
町
村
の
議
員
と
も
顔
を
合
わ

せ
、
共
通
の
課
題
に
つ
い
て
意
見
交
換
す
る
な
ど
、

交
流
を
図
る
こ
と
も
で
き
、
今
後
の
議
会
活
動
の
た

め
に
な
る
貴
重
な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

後
志
町
村
議
会
議
員
研
修
交
流
会
に
参
加

一堂に会しての開催は４年ぶりとなりました

 

議
員
活
動
の
た
め
に

議
員
活
動
の
た
め
に

   
   

　

    
    

健
康
の
維
持

健
康
の
維
持
をを

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

第
68
回
北
海
道
女
性
議
員
協
議
会
研
修
会

貴重な情報共有の場となりました

6
月
29
日
、
江
別
市
に
お
い
て
、
北
海
道
女
性
議
員

協
議
会
研
修
会
が
開
催
さ
れ
、
上
村
議
員
と
前
田
議
員

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
﹁
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
実
現
に
向
け
て
わ

た
し
た
ち
が
で
き
る
こ
と
﹂
と
題
し
て
、
札
幌
市
男
女

共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
の
菅
原
亜
都
子
氏
の
講
演
を
拝
聴

し
た
他
、
全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
女
性
比
率
を
誇
る
江

別
市
議
会
の
女
性
議
員
を
中
心
に
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
り
４
年
ぶ
り
の

開
催
と
な
り
ま
し
た
が
、
全
道
各
地
か
ら
約
80
名
の
女

性
議
員
が
参
加
さ
れ
、
各
自
治
体
に
お
け
る
ジ
ェ
ン

ダ
ー
平
等
の
取
組
等
に
つ
い
て
知
る
こ
と
が
で
き
、
知

見
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
のの

　
　
　
　

実
現
に
向
け
て

　
　
　
　

実
現
に
向
け
て
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議会だよりでは、定例会での一般質問
や町民の皆さんからの請願・陳情を掲
載していますが、町政にどう反映され
たのかを追跡調査しています。

追跡         あれからどうなった？あれからどうなった？

      質問のゆくえ質問のゆくえ
さん らの ・ をんかのや ・・や町民の皆さんからの請願・陳情を掲

どうすすしてい 、 に 反いますが 町政にい れすが 映載していますが、町政にどう反映され
すい すててしてたの を いたのか すたのかを追跡調査しています。

学校 学校 給食費を無償化給食費を無償化

↓
あれから…こうなりました

クーリングシェルタークーリングシェルター をを　開設開設

質問質問 給食費をどうするのか

ここ数年の間に全国的にも小・中学校給
食費無料化が進んできた。今後の給食費を
どうするのか。

答弁答弁
調査検討調査検討してまいしてまい
りたいりたい

抜本的な子育て世帯への支援のあり方、
施策について調査検討してまいりたい

〈
令
和
５
年
第
４
回
定
例
会
〉

↓
あれから…こうなりました

質問質問 クーリングシェルターの指定を

極端な高温時に暑さを避けるための、
　「　クーリングシェルター」を町で指定
する考えは。

答弁答弁提案提案していきたいしていきたい

首長の指導の下で行うこととなっているた
め、提案していきたい

〈
令
和
５
年
第
３
回
定
例
会
〉

 学校給食費学校給食費のの無償化無償化を実施を実施

　物価高騰に直面する子育て世代の経済的負担　物価高騰に直面する子育て世代の経済的負担
を軽減することを目的に、町内に住所を有するを軽減することを目的に、町内に住所を有する
児童及び生徒の保護者世帯に対し学校給食費を児童及び生徒の保護者世帯に対し学校給食費を
徴収しないことにしました。徴収しないことにしました。

 仁木町民センター仁木町民センターを指定を指定

　熱中症特別警戒アラートが発表された際に、熱中症特別警戒アラートが発表された際に、
暑さを避けて休憩をとることができる施設とし暑さを避けて休憩をとることができる施設とし
て、仁木町民センターを指定しました。て、仁木町民センターを指定しました。

　気候変動適応法の改正により、　熱中症特別警戒ア

ラート発表期間中には、市町村が指定した指定暑熱避

難施設（クーリングシェルター）を開放することに

なっています。

　仁木町では、熱中症特別警戒アラートが発表された

際に、暑さを避けて休憩をとることができる施設とし

て、仁木町民センターを指定しました。

ニキボーのなになに？

クーリングシェルターとは

　環境省及び気象庁から、熱中症による重大な健康被

害が発生するおそれがある場合に、暑さへの気づきを

促し熱中症予防行動を呼びかけるもので、都道府県ご

とに発表されます。

　熱中症特別警戒アラートが発表されるなど、危険な

暑さが見込まれるときは、冷房が効いた室内で過ごす

ことが基本となります。

ニキボーのなになに？

熱中症特別警戒アラートとは
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次の議会は

９月９月

定例会定例会

絆

工
藤　

宏
樹　

さ
ん
（
北
町
）

（
取
材
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー　
　

木
村　

章
生
）

　

飲
食
店
や
公
園
の
充
実
を

町民の安全・安心を町民の安全・安心を
　

今
年
４
月
に
、
仁
木
駐
在
所
へ
配
属
さ
れ
ま
し
た
片
岡
警
部
補
を
紹
介
し
ま
す
。

　

前
任
は
空
知
管
内
の
滝
川
市
で
、
今
ま
で
札
幌
市
な
ど
主
に
市
で
の
勤
務
が
多
か
っ
た
と
い
う
片
岡
警

部
補
。

　

本
町
の
印
象
を
伺
う
と
、
「
空
気
が
良
く
、
自
然
豊
か
で
良
い
町
で
す
ね
。
サ
ク
ラ
ン
ボ
の
木
が
道
路

沿
い
に
多
く
、
こ
れ
か
ら
秋
ま
で
の
季
節
は
様
々
な
果
物
が
な
る
と
い
う
こ
と
で
、
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
。
」
と
、
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

若
い
頃
は
囲
碁
や
剣
道
を
趣
味
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
仕
事
が
忙
し
く
な
り
遠
ざ
か
っ
て
し
ま
っ
た
よ

う
で
、
本
町
で
は
、
町
内
の
上
り
坂
を
自
転
車
で
駆
け
上
が
る
な
ど
、
運
動
し
て
体
を
鍛
え
な
お
す
こ
と

を
趣
味
に
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　

町
民
の
安
全
・
安
心
は
も
ち
ろ
ん
、
交
通
安
全
や
特
殊
詐
欺
の
被
害
防
止
に
も
力
を
注
ぎ
た
い
と
力
強

く
語
る
片
岡
警
部
補
は
「
な
か
よ
し
ク
ラ
ブ
安
心
警
ら
隊
や
新
お
た
る
農
協
青
年
部
の
皆
さ
ん
の
活
動
は

余
市
警
察
署　

仁
木
駐
在
所

輝く町民輝く町民ささんんを紹介！を紹介！

人人まちまちのの

︵
取
材
・
記
事　

嶋
田　

茂
︶

　

連
載
35
回
目
は
、
北
町
在
住
の
工
藤
さ
ん

フ
ァ
ミ
リ
ー
を
紹
介
し
ま
す
。
奥
様
と
お
子

さ
ん
３
人
の
５
人
家
族
で
す
。

　

余
市
町
で
建
設
関
係
の
お
仕
事
を
さ
れ
て

い
ま
す
。

 

医
療
費
の
無
償
化
や
⼦
育
て
世
帯
へ
の
⽀

援
⾦
な
ど
︑
他
の
町
の
⽅
と
話
を
す
る
と
︑

仁
⽊
町
は
と
て
も
恵
ま
れ
て
い
る
と
感
じ
ま

す
︒

　

仁
木
町
の
子
育
て
環
境
は
ど
う
で
す
か
。

 

飲
⾷
店
が
あ
れ
ば
良
い
で
す
ね
︒
今
は
︑

外
⾷
の
際
に
他
町
村
に
⾏
っ
て
し
ま
う
の
で
︑

町
内
に
お
店
が
あ
る
と
も
っ
と
町
が
活
気
づ

く
と
思
い
ま
す
︒

 

あ
と
︑
⼩
さ
い
⼦
が
遊
べ
る
公
園
が
あ
る

と
い
い
で
す
ね
︒
広
さ
や
安
全
⾯
︑
遊
具
な

ど
の
環
境
を
考
え
る
と
︑
少
し
遠
く
て
も
余

市
町
や
⾚
井
川
村
の
公
園
に
⾏
く
こ
と
を
優

先
し
て
し
ま
い
ま
す
︒

 

ま
た
︑
町
内
の
道
路
で
は
国
道
と
の
交
差

点
な
ど
も
含
め
て
︑
⾒
通
し
が
悪
い
場
所
が

い
く
つ
か
あ
り
ま
す
︒
特
に
冬
は
道
路
脇
に

 

⼈
の
気
持
ち
の
わ
か
る
思
い
や
り
の
あ
る

元
気
な
⼦
に
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
︒

　

議
員
は
、
選
挙
区
内
の
方
に
お

　

議
員
は
、
選
挙
区
内
の
方
に
お

金
や
物
を
贈
る
こ
と
は
、
法
律
で

金
や
物
を
贈
る
こ
と
は
、
法
律
で

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
有
権
者
が
求
め
て
も
い

　

ま
た
、
有
権
者
が
求
め
て
も
い

け
ま
せ
ん
。

け
ま
せ
ん
。

　

ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

寄
付
行
為
の
禁
止

寄
付
行
為
の
禁
止

お
子
さ
ん
に
対
し
て
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
！

雪
が
⾼
く
積
ま
れ
る
こ
と

で
︑
も
っ
と
⾒
通
し
が
悪

く
な
り
ま
す
︒
危
な
い
場

所
は
︑
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の

設
置
や
除
排
雪
の
充
実
を

要
望
し
た
い
で
す
︒

（9月下旬開催予定）

警
部
補　

片
岡　

正
治　

さ
ん

普
段
の
生
活
の
中
で
、
町
に
要
望
し
た

い
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

　

「
生
ま
れ
育
っ
た
仁
木
町
が
大
好
き
で
、

仁
木
以
外
に
住
む
こ
と
は
考
え
ら
れ
な
か
っ

た
」
と
語
る
工
藤
さ
ん
。

　

自
宅
を
建
設
す
る
際
の
町
の
補
助
は
と
て

も
有
難
か
っ
た
と
言
い
ま
す
。

　

生
活
面
で
は
、
「
車
が
無
い
方
に
と
っ
て

は
少
し
住
み
に
く
い
の
で
は
。
」
と
の
声
も

い
た
だ
き
、
改
め
て
Ｊ
Ｒ
廃
止
に
関
す
る
移

動
手
段
の
確
保
や
、
町
内
に
お
け
る
交
通
手

段
の
充
実
に
つ
い
て
の
課
題
を
再
認
識
さ
せ

ら
れ
ま
し
た
。
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と
て
も
心
強
い
で
す
。
」
と
、
町
民
の
有
志
活
動

に
感
心
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
「
外
国
人
の
方

が
増
え
て
き
て
、
自
転
車
の
通
行
量
が
増
え
て
い

ま
す
。
地
域
の
子
ど
も
た
ち
や
、
研
修
に
来
て
い

る
外
国
人
の
方
が
事
故
に
遭
わ
な
い
よ
う
、
時
に

は
指
導
し
た
り
、
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
す
こ
と
も
あ

る
と
思
い
ま
す
が
、
皆
さ
ん
の
安
全
を
守
る
た
め

で
す
の
で
、
ご
理
解
く
だ
さ
い
。
」
と
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

片
岡
警
部
補
の
更
な
る
ご
活
躍
を
期
待
し
て
い

ま
す
。
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